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ワークショップ 

「果樹王国ふくしま：産地再生に向けて」 
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平成２３年１月１９日（土） 

 

共催   山崎農業研究所・平野園志会・平野青年園志会 



ワークショップ：「果樹王国ふくしま：産地再生に向けて」 

 

はじめに: 

果樹王国ふくしまは、あの「まさか」でどん底に落とされ、ワラをも掴む思

いで除染に汗を流し、息をのむ思いで検査結果を待った。ほとんどが基準値を

大きく下回る「ＮＤ」、産地は復旧に向け大きく第一歩を踏み出した。だが、

まだ課題は多い。くだものの安全と安心、産地の新たな再生に向け産地の皆さ

んと話し合いをすることとしました。 

 

 

１、開 会（１３：００～１３：１５）              （進行：小泉浩郎氏） 

  挨拶               ＪＡ新ふくしま 理事    樅山和一郎氏 

                    山崎農業研究所 所長  安富六郎氏 

 

２、基調報告（１３：１５～１４：１５） 

「ベラルーシ現地視察を踏まえて」 

ＪＡふくしま農業振興対策室  今野 文治氏 

  

３、解題（１４：１５～１５：55） 

(ワークショップ課題の考え方、最新情報を解説する) 

 ①住民参加型復旧・復興の方法・・・・・・小泉浩郎氏 

 ②放射性物質：汚染・除染の考え方・・・渡辺 博氏 

 ③産地再興：歴史に学ぶ・・・・・・・・・・・・石川秀勇氏 

 ④風評被害：そのメカニズムと対策・・・・・・家常 高氏 

              （休憩 ５分） 

 

 ４、分科会（１６:００～１６：４５） 

  ①汚染・除染分科会 

  ②産地再興分科会 

  ③風評被害分科会 

 

 ５、総括（１６；４５～１７：１５） 

 

６、閉会（１７；１５） 



 
 
 
 
 

目   次 

         ページ 
1.住民参加型復旧・復興の考え方（小泉浩郎） ・・・・・・・・・・・・・・・ 1 
 
2.放射性物質：汚染・除染の考え方（渡邊 博）  ・・・・・・・・・・・・・ 2 
 
3.産地再興 歴史に学ぶ（石川秀勇） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 
 
4.風評被害：そのメカニズムと対策（家常 高）  ・・・・・・・・・・・・・ 26 
 
参考 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 



 

１、住民参加型復旧・復興の考え方 

小泉浩郎 

ＪＡ新ふくしまの理事で産地復旧に奔走している樅山和一郎さんは、こう語ってくれま

した。 

「情報に撹乱されながらワラをも掴む思いで頑張ってきた。被災前の８０％程度まで回

復しほっとしている」。しかし「まだ不安は残されたままだ。空中線量は一向に下がる気

配がない。線量の高いホットスポットも消えない。除染した場所が再び高くなったところ

もある」。「やっとワラらしきものを掴んだが、まだ薄氷を歩むような状態で、この機会

に農業から足を洗いたい人たちも増えている」と心配する。「お互いが掴んだワラを寄せ

合い一本の縄に撚り、結び合って産地を支える網とする。さらにワラの縄は麻のロープに、

そして新たな技術や販売方法によってワイヤロープにしたい」と続けます。 

 未曾有の大災害、とに角、家族と経営を守るため、産地を維持するために悩み苦しみな

がら２シーズンを終わりました。大げさに言えば、いのちを賭けた戦いだったと振り返り

ます。この初めての経験とそこで学んだことをお互いに話し合い、自分に、家族に、経営

にとって、そして産地にとって今何をなすべきか、自分達で共通の言葉を探し出していく、

それが樅山さんのいう「ワラから縄へ、そして網へ」の道筋です。 

果樹王国福島、この産地には、長い歴史の蓄積があり豊かな人材がいます。産地を作り

上げてきた働き者の６０代以上、産地の中心的担い手で行動力溢れる５０代、大学等を都

会で学び他産業経験を持つＩターン組など新進気鋭な４０代、そして子育てと営農に頑張

っている元気なお母さん達です。 

この未曾有の誰もが経験したことのない災害に立ち向かった２年間の体験（共同体験）

を通して感じたことを話し合い（相互作用）、今置かれている現状の正しく認識（共通認識）

し、この産地を次代に引き継ぐべきひとりひとりの役割（自分、家族、地域、産地として）

を相互に確認するが住民参加型の出発です。紛れもない被害者ですが、被害者意識を超え

て復旧・復興の当事者として立ち上がり、その上で国や東電の責任を追及し要求していく

時期にあるように思います。 

（主な課題） 

①産地の歴史を振り返り、先人の知恵と行動力を評価し、次代に引き継ぐ責任がある。 

②放射性物質の汚染のメカニズムとその実態を把握し、除染、検査、対応を総合的に推進

する。 

③風評被害の実態を分析し、被害回避方法を考える 

④くだものの安全と安心、産地の新たな再生の道を内外に発信する 
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種
類
 

分
類
 

核
種
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
 

透
過
力
 

半
減
期
 

生
物
学
的
 

半
減
期
 

ア
ル
フ
ァ
線
 

ベ
ー
タ
線
 

（
ガ
ン
マ
線
）
 

粒
子
線
 

カ
リ
ウ
ム
4
0
 

や
や
強
 

   

弱
い
 

1
.
3
2
M
e
V
 

低
い
 

   

高
い
 

1
2
.
4
8
億
年
 

3
0
日
 

ヨ
ウ
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1
3
1
 

0
.
2
4
8
-
0
.
6
3
7
M
e
V
 

8
.
0
4
日
 

1
2
0
日
 

セ
シ
ウ
ム
1
3
4
 

0
.
5
6
3
-
1
.
3
6
5
M
e
V
 

2
.
0
6
年
 
 

1
0
0
-
2
0
0
日
 

セ
シ
ウ
ム
1
3
7
 

0
.
5
1
4
-
0
.
6
6
2
M
e
V
 

3
0
.
1
0
年
 
 

7
0
日
 

ガ
ン
マ
線
・
X
線
 
電
磁
放
射
線
 

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
9
0
 

0
.
5
4
6
M
e
V
 

2
8
.
8
0
年
 
 

4
9
.
3
0
年
 

中
性
子
線
 

粒
子
線
 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
2
3
9
 

強
い
 

5
.
1
6
0
M
e
V
 

2
.
4
0
万
年
 
 

2
0
－
5
0
年
 

 ■
広
島
、
長
崎
の
原
爆
に
よ
る
放
射
性
物
質
は
、
強
力
な
爆
発
力
に
よ
り
成
層
圏
に
上
昇
し
、
地
球
規
模
で
拡
散
→
爆
心
地
の
放
射
能
は
逆
に
希
釈

 
■
自
然
界
に
存
在
す
る
カ
リ
ウ
ム
は
生
物
生
存
に
必
須
の
物
質
で
あ
り
、
他
の
放
射
性
物
質
と
同
列
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

 
■
放
射
能
の
危
険
性
＝
生
物
学
的
半
減
期
×
エ
ネ
ル
ギ
ー
×
摂
取
期
間
（
∝
物
理
的
半
減
期
）
か
ら
総
合
的
に
判
断

 
 

 
 
外
部
被
ば
く
量
の
計
算

 
 
 
 
＝
地
域
の
空
間
線
量
率
（
μ

Sv
/h
）
×
｛
屋
外
に
い
る
時
間
＋
低
減
係
数
×
屋
内
に
い
る
時
間
｝
×

36
5
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
低
減
係
数
；
木
造
家
屋

0.
4、
煉
瓦
造
り

0.
2 

  
 
内
部
被
ば
く
量
の
計
算

 
 
 
 
＝
食
品
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
（

Bq
/k

g）
×
年
間
摂
取
量
（

kg
/年
）
×
実
効
線
量
係
数
（
ｍ

Sv
/B

q）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
実
行
線
量
係
数
；
ヨ
ウ
素

13
1:

1.
6×

10
-5
 
セ
シ
ウ
ム

13
71

.3
×

10
-5

 

 

放
射
線
の
種
類
と
特
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     ■
大
気
圏
内
核
実
験
に
よ
る
影
響
 

 
・
世
界
的
に
は
1
9
40
～
19
8
0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
や
旧
ソ
ビ
エ
ト
等
が
実
施
し
た
大
気
圏
内
核
実
験
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
蓄
積
が
主
 

 
・
核
実
験
で
は
、
実
験
地
域
近
隣
の
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
と
地
球
規
模
の
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
両
方
が
み
ら
れ
る
。
 

 
・
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
は
対
流
圏
と
成
層
圏
経
由
に
分
か
れ
る
。
 

 
・
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
滞
留
期
間
；
約
1
か
月
、
対
流
圏
経
由
；
約
1
年
、
成
層
圏
経
由
;数
年
か
ら
数
十
年
 

■
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
る
影
響
 

 
・
ほ
と
ん
ど
は
対
流
圏
以
下
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
日
本
へ
の
影
響
は
一
時
的
な
も
の
で
済
ん
だ
。
 

 
・
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
小
児
甲
状
腺
癌
の
多
発
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
 

 
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
公
衆
被
ば
く
線
量
や
飲
食
物
の
放
射
線
濃
度
に
関
す
る
規
制
値
が
設
け
ら
れ
、
外
部
被
ば
く
、
内
部
被
ば
く
両
面
に
渡
っ
て
放
射
線
防
護
策
が
と
ら
れ
た
。
 

■
黄
砂
に
よ
る
影
響
 

 
・
1
98
7
年
移
行
、
大
気
圏
内
核
実
験
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
大
規
模
な
原
発
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
度
々
高
濃
度
Cs
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
 

 
・
農
環
研
の
追
跡
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
核
実
験
場
に
近
い
中
国
北
西
部
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
に
か
け
た
草
原
か
ら
飛
来
す
る
黄
砂
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
核
実
験
が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
 

 
・
た
だ
し
、
放
射
性
物
質
の
大
気
降
下
量
は
年
間
数
Bg
/
㎡
で
あ
り
、
土
壌
や
人
体
へ
の
影
響
は
無
視
で
き
る
程
度
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 

■
福
島
原
発
に
よ
る
影
響
 

 
・
水
蒸
気
爆
発
直
後
に
一
時
的
に
高
濃
度
の
核
物
質
が
検
出
さ
れ
た
が
、
現
在
の
放
射
能
汚
染
の
殆
ど
は

3/
21
～

22
日
の
降
雨
に
よ
る
降
下
に
よ
る
も
の
で
、
山
林
原
野
、
農
地
、
都
市
部
等
、

広
範
囲
の
土
壌
や
樹
木
、
建
造
物
に
降
下
、
付
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
・
農
地
に
関
し
て
は
表
土
数
㎝
の
層
に
、
林
地
の
場
合
は
落
葉
に
付
着
し
て
い
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
、
林
地
か
ら
の
放
射
性
物
質
は
雨
等
に
よ
り
次
第
に
下
流
側
に
移
染
し
て
い
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

 
  

 

我
が
国
に
お
け
る
放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気
・
土
壌
汚
染
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我
が
国
の
玄
米
中
の
S
r
と
C
ｓ
の
含
有
量
の
推
移
 
 
 
農
業
環
境
技
術
研
究
所
資
料
 

 

農
作
物
に
含
ま
れ
る
放
射
線
量
の
戦
後
の
推
移
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農
環
研
（
筑
波
）
敷
地
内
芝
生
1
ｍ
高
に
お
け
る
C
s
-
1
3
7
の
空
間
線
量
率
の
推
移

 

3
.
1
5
以
降
の
空
間
線
量
率
の
推
移
 

ガ
ス
性
の
も
の
が
空
気
で

流
さ
れ
て
沈
降
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る

 
土
空
の
も
の
（
付
着
性
）

が
雨
で
落
と
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
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福
島
県
；
農
地
土
壌
汚
染
状
況
（
農
林
水
産
省
20
1
1
年
1
1
月
5
）
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福
島
市
；
農
地
土
壌
汚
染
状
況
（
農
林
水
産
省
20
1
1
年
1
1
月
5
）
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引
用
；
農
環
研
谷
山
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
講
演
資
料
よ
り
 

 

放
射
性
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質
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収
経
路
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     ■
水
田

 
 
・
セ
シ
ウ
ム
は
土
壌
の
粘
土
質
に
付
着
し
や
す
く
、
灰
色
低
地
土
の
よ
う
な
粘
土
質
の
出
場
が
卓
 
 

 
越
し
て
い
る
水
田
で
は
土
壌
か
ら
の
吸
収
は
極
め
て
微
量
（

0.
01
程
度
）
。

 
 
・
一
方
黒
ボ
ク
土
の
よ
う
な
粘
土
質
が
少
な
い
土
壌
で
は
吸
収
率
が
高
い
（

0.
09
程
度
）
。

 
 
・
カ
リ
ウ
ム
は
セ
シ
ウ
ム
と
置
換
す
る
性
質
が
あ
る
た
め
、
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な
土
壌
で
は
作
物

吸
収
率

は
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
逆
に
、
カ
リ
ウ
ム
が
不
足
す
る
土
壌
で
は
吸
収
率
が
高
く
な
る
傾

向
が
み

ら
れ
る
。

 
 
・
排
水
の
悪
い
水
田
で
は
、
溶
解
性
の
セ
シ
ウ
ム
が
残
留
し
、
よ
り
吸
収
し
や
す
い
。

 
■
新
茶
や
果
樹

 
 
・
土
壌
か
ら
の
吸
収
よ
り
も
葉
面
や
樹
皮
か
ら
の
転
流
に
よ
り
新
芽
や
実
に
移
行
す
る
傾
向
が
見
 
 

 
ら
れ
る
。

 
 
・
タ
ケ
ノ
コ
に
つ
い
て
も
果
樹
と
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
追
跡
調
査
が
必
要
）。

 
■
山
菜
や
キ
ノ
コ

 
・
山
菜
や
キ
ノ
コ
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
取
り
込
み
や
す
い
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

 
・
キ
ノ
コ
の
菌
糸
が
育
ち
や
す
い
森
林
の
リ
タ
ー
、
腐
植
層
、
倒
木
は
有
機
物
に
富
ん
で
い
る
た

 
め
粘
土
成
分
が
少
な
く
、
セ
シ
ウ
ム
が
移
動
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。

 
・
山
菜
も
同
様
の
理
由
で
セ
シ
ウ
ム
が
移
動
し
や
す
い
環
境
下
で
育
つ
た
め
、
放
射
性
物
質
を
吸

 
収
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 ※
粘
土
鉱
物
に
セ
シ
ウ
ム
は
取
り
込
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
性
質
を
利
用
し
た
除
染
方
法
を
検
討

 
※
土
粒
子
の
移
動
（
大
気
飛
散
、
降
雨
に
よ
る
流
下
等
）
に
注
視
し
た
物
質
循
環
の
検
討

 

作
物
の
放
射
性
物
質
（
セ
シ
ウ
ム
）
吸
収
の
特
徴
 

12



 1
2 

/ 1
6 

 

    

 

調
査
地
点
23
6
カ
所
（
う
ち
福
島
市
2
0
6
カ
所
）
 

 資
料
；
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
福
島
技
術
本
部
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
 

 

生
活
環
境
と
放
射
線
；
 
屋
内
・
屋
外
の
放
射
線
量
率
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 1
3 

/ 1
6 

 

     

個
人
の
線
量
＝
屋
外
滞
在
時
間
×
屋
外
線
量
率
+屋
内
滞
在
時
間
×
屋
内
線
量
率
 

 

1
日
あ
た
り
の
屋
外
滞
在
時
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個
人
線
量
の
測
定
値

 

  資 料
；
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

福
島

技
術

本
部

安
全

研
究

セ
ン
タ
ー
よ
り
 

  

生
活
環
境
と
放
射
線
；
 
1
日
の
屋
外
滞
在
時
間
と
個
人
線
量
 

14



 1
4 

/ 1
6 

 

     手
法
 

除
去
率
（
％
）
 
実
験
条
件
 

研
究
機
関
 

表
土
剥
ぎ
取
り
 

7
5
 

4
.
5
c
m
を
砕
土
後
、
排
土
 

排
土
総
量
 
4
0
ト
ン
/
1
0
a
 

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
 

表
土
固
化
後
剥
ぎ
取
り
 

8
2
 

M
g
O
固
化
剤
を
表
面
吹
き
付
け
、
3
㎝
剥
ぎ
取
り
 

排
土
総
量
 
3
0
ト
ン
/
1
0
a
 

農
村
工
学
研
究
所
 

原
子
力
機
構
 

芝
・
牧
草
剥
ぎ
取
り
 

9
7
 

3
㎝
剥
ぎ
取
り
 

排
土
総
量
 
4
1
.
6
ト
ン
/
1
0
a
 

福
島
県
畜
産
研
究
所
 

表
土
撹
拌
除
去
 

3
6
 

沈
砂
・
個
液
分
離
、
粘
土
質
土
壌
で
効
果
大
 

排
土
総
量
 
1
.
2
～
1
.
5
ト
ン
/
1
0
a
 

農
村
工
学
研
究
所
 

農
業
環
境
技
術
研
究
所
 

反
転
耕
 

5
5
 

プ
ラ
ウ
で
3
0
㎝
以
深
で
反
転
耕
起
 

排
土
総
量
 
無
し
 

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
 

ひ
ま
わ
り
植
栽
 

0
.
7
 

1
5
h
a
作
付
、
開
花
期
に
除
去
率
計
測
 

排
土
総
量
 
無
し
 

東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
福
島
県
 

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
機
構
 

 ■
農
地
土
壌
汚
染
は
、
撹
拌
し
な
い
限
り
表
土
数
㎝
の
浅
い
層
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

 
■
し
た
が
っ
て
、
表
面
剥
ぎ
取
り
が
効
果
的
で
あ
る
が
、
薄
く
剥
ぎ
取
る
技
術
が
課
題
。

 
■
ま
た
、
排
土
の
処
理
が
大
き
な
課
題
。

 
■
汚
染
濃
度
が
比
較
的
低
い
場
合
は
、
反
転
耕
起
が
有
効
（
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
）。

 
■
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の
植
物
吸
収
は
放
射
性
物
質
が
仮
想
に
達
し
て
か
ら
で
な
い
と
効
果
は
な
い
。

 
 
→
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
ひ
ま
わ
り
植
栽
は
除
染
が
目
的
で
は
な
く
、
汚
染
地
域
で
の
営
農
再
開
が
目
的
。

 
 

農
地
土
壌
の
除
染
方
法
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 1
5 

/ 1
6 

 

     宅
地
や
道
路
、
公
園
等
、
生
活
環
境
に
お
け
る
除
染
は
長
期
的
、
継
続
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 ■
土
壌
に
付
着
し
た
セ
シ
ウ
ム
は
、
埃
や
塵
と
な
っ
て
大
気
拡
散
や
流
水
に
よ
っ
て
常
に
補
給
さ
れ
る
た
め
、
一
度
除
染
し
て
も
地
形
に
よ
っ
て
は
再
び
放
射
性
物
質
が
蓄
積
さ
れ
る
。

 
■
山
林
に
沈
降
し
た
セ
シ
ウ
ム
は
土
壌
付
着
性
が
弱
い
た
め
、
常
に
流
水
等
で
下
流
に
補
給
さ
れ
る
。

 
 検
査
方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
情
報
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
。
 

 ■
測
定
器
の
種
類
の
バ
ラ
つ
き
 
 
；
福
島
県
内
だ
け
で
も

7～
8
メ
ー
カ
の
危
機
が
出
回
っ
て
い
る
が
、
精
度
に
か
な
り
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
に
、
海
外
製
の
も
の
は
ど
の
よ
う
な
計
算
式
が
機
器
側
で
設
定
さ
れ
て
い
る
か
不
明
の
も
の
が
あ
る
。

 
■
測
定
器
の
運
用
方
法
の
バ
ラ
つ
き
；
測
定
器
販
売
会
社
任
せ

 
■
測
定
者
の
技
量
の
バ
ラ
つ
き

 
 民
間
で
分
か
れ
る
検
査
体
制
 

 ■
イ
オ
ン
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
等
食
品
流
通
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
検
査
体
制
を
敷
い
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
任
せ
。

 
■
外
注
に
丸
投
げ
し
て
い
る
会
社
も
多
い
。

 
■
少
な
く
と
も
県
と
し
て
の
統
一
基
準
が
必
要
で
は
。

 
 広
が
る
ギ
ャ
ッ
プ
 

■
県
内
に
存
在
す
る
ギ
ャ
ッ
プ
；
情
報
に
敏
感
な
人
と
無
関
心
な
人
に
分
か
れ
て
い
る
。

 
■
他
県
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
 
 
 

 ；
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
ネ
ッ
ト
情
報
に
は
誤
解
や
誤
っ
た
情
報
が
垂
れ
流
し
。
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
無
視
で
き
な
い
。

 
 

生
活
環
境
や
食
の
安
全
に
お
け
る
除
染
・
検
査
体
制
の
課
題
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 1
6 

/ 1
6 

 

     政
府
及
び
当
局
が
行
う
べ
き
こ
と
 

■
建
物
の
浄
化
、
土
壌
と
植
生
の
修
復
、
畜
産
業
の
変
更
、
環
境
と
農
作
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。

 
■
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
食
品
の
提
供
。

 
■
廃
棄
物
処
理
。

 
■
健
康
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
、
小
児
の
教
育
、
情
報
の
提
供
。

 
 専
門
家
と
住
民
の
信
頼
回
復
 

■
専
門
家
は
一
方
的
に
決
め
つ
け
な
い
こ
と
が
重
要
。

 
■
住
民
と
専
門
家
は
常
に
情
報
を
共
有
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
要
。

 
 住
民
自
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
対
策
に
携
わ
る
 

■
学
校
、
母
親
、
農
家
、
労
働
勤
労
者
、
医
療
関
係
者
、
研
究
者
、
行
政
が
横
断
的
に
情
報
を
共
有
化
す
る
体
制
を
と
る
（
縦
割
り
に
し
な
い
）。

 
■
み
ん
な
で
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
検
査
方
法
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
（
統
一
化
と
検
査
技
量
の
向
上
）
。

 
■
生
活
環
境
、
農
地
等
の
除
染
は
継
続
的
に
実
施
す
る
。

 
  

今
後
の
対
応
課
題
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1

３
、
産
地
再
興
 
 
歴
史
に
学
ぶ
 
 
 
石
川
秀
勇
（
山
崎
農
研
）
 

序
 
■
 福
島
県
の
果
樹
農
業
 

 
モ
モ
（
栽
培
面
積
全
国
２
位
）
を
は
じ
め
、
リ
ン
ゴ
(６
位
)、
ニ
ホ
ン
ナ
シ
（
３
位
）、
 
 
 
 

カ
キ
（
５
位
）、
ブ
ド
ウ
（
１
４
位
）
な
ど
栽
培
さ
れ
、
モ
モ
は
中
通
り
、
リ
ン
ゴ
は
中

通
り
と
会
津
、ナ
シ
は
中
通
り
と
浜
通
り
、カ
キ
は
中
通
り
北
部
の
伊
達
地
方
と
会
津
、

オ
ウ
ト
ウ
（
サ
ク
ラ
ン
ボ
）
は
中
通
り
北
部
の
福
島
市
、
ブ
ド
ウ
は
中
通
り
北
部
に
多

い
。
 
県
全
体
で
は
福
島
市
・
伊
達
市
を
中
心
と
す
る
中
通
り
北
部
で
果
樹
面
積
の
半

分
を
占
め
て
い
る
。 ［
１
］
 

 
 

 
図
１
．
福
島
市
と
合
併
前
の
伊
達
郡
９
町
 

 
 
福
島
盆
地
を
構
成
す
る
福
島
市
と
伊
達
郡
の
う
ち
の
北
部
５
町
（
梁
川
・
国
見
・
桑
折
・
伊
達
・

保
原
）
が
、
条
件
を
活
か
し
て
果
樹
農
業
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。
 

■
 果
樹
農
業
を
発
達
さ
せ
た
福
島
盆
地
 

 
福
島
盆
地
は
複
数
の
果
樹
品
目
と
品
種
を
組
み
合
わ
せ
た
果
樹
産
地
で
あ
る
。
こ
の

理
由
と
し
て
、
盆
地
で
気
温
の
年
較
差
と
日
較
差
が
大
き
く
、
糖
度
の
高
い
果
実
の
生

産
、
お
よ
び
暖
地
に
適
し
た
果
実
と
寒
地
に
適
し
た
果
実
の
両
方
（
オ
ウ
ト
ウ
は
当
地

が
南
限
、
モ
モ
は
当
地
が
北
限
）
の
栽
培
を
可
能
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
 

 
ま
た
、
土
壌
条
件
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
果
樹
が
決
め
ら
れ
て
き
て
い
て
、
阿
武
隈

川
本
流
の
粘
土
質
土
壌
域
で
は
リ
ン
ゴ
が
、
そ
の
支
流
の
松
川
沿
岸
の
砂
質
土
壌
域
で

は
ナ
シ
が
適
し
、
品
目
の
多
様
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 ［
２
］
 

  
 
 
 
 

 
 

図
２
．
福
島
市
略
図
―
 旧
町
村
図
 ―
 
［
３
］
 

 平
野
地
区
は
中
央
部
東
よ
り
に
位
置
す
る
。
伊
達
市
は
平
成
１
８
年
に
合
併
で
誕
生
。
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2

 
 

平
野
地
区
は
飯
坂
方
部
の
区
域
内
。
 

JA
新
ふ
く
し
ま
は
、
福
島
市
と
川
俣
町
が

対
象
地
域
で
、
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
を
方
部

を
単
位
に
置
く
な
ど
し
て
い
る
。
 

 な
お
、
国
見
・
桑
折
の
両
町
お
よ
び
伊
達
市

（
伊
達
・
保
原
・
梁
川
・
霊
山
・
月
館
の
５

町
が
合
併
し
て
平
成
１
８
年
に
誕
生
）
の
地

域
は
、
JA
伊
達
み
ら
い
が
平
成
７
年
よ
り

対
象
と
し
て
い
る
。
 

 

 
 
 
 
図
３
．
福
島
市
の
方
部
区
分
［
2］
 

 
 
 
 

 

 
 
図
４
 
平
野
地
区
（
旧
平
野
村
）
の
農
業
集
落
区
分
図
（
 集
落
数
24
 ）
［
4］
 

 
農
林
水
産
省
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
で
、
農
業
集
落
ご
と
に
調
査
デ
ー
タ
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
表
１
．
果
樹
農
家
数
と
果
樹
園
面
積
 

 

  
 
表
２
．「
農
業
集
落
カ
ー
ド
」
か
ら
の
主
要
事
項
（
事
例
：
館
原
田
 集
落
）
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３

■
 明
治
期
 
 
 

 
18

68
(明
治
元

)～
19

11
(明
治

44
)年

 
明
治
７
年
 
内
務
省
勧
業
寮
か
ら
洋
種
果
樹
目
録

 各
府
県
に
送
付
。
福
島
県
も
受
領
。

 
＜
福
島
盆
地
、
特
に
当
地
に
お
け
る
植
栽
の
動
き
等
＞

 
リ
ン
ゴ
：
明
治
以
前
か
ら
地
リ
ン
ゴ
の
生
産
あ
り
。
明

治
１
５
年
余
目
の
鈴
木
市
蔵
氏
が
（
品
種
不
詳
）
を
、

同
２
１
年
瀬
上
の
阿
部
又
兵
衛
氏
が
品
種
「
倭
錦
」

を
、
２
２
年
平
野
の
古
山
徳
七
氏
が
（
品
種
不
詳
）

を
植
栽
し
た
。

 
モ
モ
：
明
治
以
前
か
ら
瀬
上
な
ど
で
現
在
の
も
の
と
は

異
な
る
小
果
で
果
肉
の
硬
い
モ
モ
の
栽
培
あ
り
。
明

治
２
２
年
平
野
の
古
山
徳
七
が
植
栽
（
品
種
不
詳
）。

同
３
０
年

(余
目
の

)伊
藤
三
郎
氏
が
品
種
「
日
の
丸
」

「
天
津
」「
上
海
」
の
苗
を
５
反
歩
植
え
た
。

 
オ
ウ
ト
ウ
：
明
治
２
２
年
に
瀬
上
の
阿
部
又
右
衛
門
氏

が
「
若
紫
」「
珊
瑚
」
を
山
形
か
ら
持
ち
帰
っ
て
植

栽
、
同
年
平
野
の
古
山
徳
七
氏
が
（
品
種
不
詳
）、

同
じ
く
余
目
の
中
村
久
兵
衛
氏
が
（
品
種
不
詳
）
を

植
栽
。
３
５
年
頃
に
湯
野
で
植
栽
が
広
ま
っ
た
。

 
ナ
シ
、
カ
キ
、
ブ
ド
ウ
等
に
つ
い
て
は
略
す
。
 
［
５
］［
６
］ 

〔
地
域
の
諸
概
況
〕

 
国
鉄
東
北
本
線
の
開
通
 
明
治
２
０
年
。

 
福
島
市
の
市
制
施
行
 
明
治
４
０
年
。
当
時
の
人
口
は

３
万
１
８
０
０
で
、
世
帯
数
は
５
２
０
０
だ
っ
た
。  

養
蚕
・
製
糸
関
係
 
機
械
製
糸
工
場
が
明
治
１
０
年
代

に
県
内
立
地
し
た
が
、
当
地
方
で
は
個
々
の
養
蚕
農

家
に
よ
る
座
繰
製
糸
が
な
お
行
わ
れ
、
こ
れ
を
集
め

出
荷
す
る
生
糸
問
屋
の
活
動
が
盛
ん
だ
っ
た
。 ［
７
］
 

■
 大
正
・
昭
和
 戦
前
期
 
 

19
12

(大
正
元

)～
19

45
(昭
和

20
)年

 
＜
篤
農
家
・
８
代
目

 阿
部
勘
六
氏
の
リ
ン
ゴ
栽
培
技
術

研
究
と
普
及
へ
の
尽
力
＞
 

 
阿
部
家

 所
在
の
旧
瀬
上

(ｾ
ﾉｳ
ｴ)
町
（
前
川
原
集
落
）：

阿
武
隈
川
の
氾
濫
源
に
立
地
、
肥
沃
な
土
壌
条
件
に

恵
ま
れ
る
。
集
落
で
は
阿
部
勉
治
氏
ら
が
、
明
治
末

に
リ
ン
ゴ
の
水
田
導
入
に
成
功
さ
せ
て
い
た
。

 
阿
部
健
次
郎
氏
（
襲
名
後
・
８
代
目

 勘
六
）：
軍
隊
か

ら
大
正
１
０
年
に
帰
郷
す
る
と
、
水
田
８
反
歩
に

「
旭
」「
祝
」
４
３
０
本
を
植
栽
、
栽
培
を
始
め
る
。

阿
部
家
で
は
稲
作
と
養
蚕
を
営
み
、
蚕
種
製
造
販
売

も
続
け
て
い
た
が
、
経
済
不
況
下
で
農
家
経
済
は
逼

迫
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
の
新
品
目
の
導
入
だ
っ
た
。  

健
次
郎
氏
の
技
術
研
究
と
経
営
確
立
、
そ
の
貢
献
：
剪

定
講
習
の
受
講
の
た
め
、
青
森
・
岩
手
な
ど
各
地
に

足
を
運
ぶ
。
島
善
隣
（
北
大
）、
対
馬
竹
五
郎
（
民

間
育
種
家
）、
水
木
淳
一
（
青
森
県
リ
ン
ゴ
試
験
場
）

ら
各
氏
か
ら
実
地
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
機
会

あ
る
ご
と
に
青
森
県
の
リ
ン
ゴ
試
験
場
や
優
れ
た

農
家
の
リ
ン
ゴ
園
を
視
察
、
栽
培
技
術
全
般
に
つ
い

て
研
鑽
。
出
荷
期
間
の
長
期
化
を
図
っ
た
多
品
種
栽

培
に
よ
る
リ
ス
ク
回
避
の
経
営
、
動
力
噴
霧
器
の
積

極
導
入
な
ど
に
も
努
め
、
こ
れ
を
示
す
こ
と
で
当
地

の
リ
ン
ゴ
技
術
の
普
及
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
。  

８
代
目

 勘
六
氏
は
、
戦
後
期
に
移
行
後
も
新
設
の
「
り

ん
ご
技
術
研
究
会
」
の
会
長
に
就
か
れ
る
な
ど
し
、

引
退
は
昭
和
２
９
年
。
そ
の
後
を
９
代
目

 勘
六
氏

が
産
地
の
振
興
に
注
力
さ
れ
て
き
て
い
る
。
 
［
２
］ 

■
 戦
後
復
興
期
（
１
）
 

19
45

(昭
和

20
)～

19
60

(昭
和

35
)年

 
＜
食
糧
事
情
の
悪
化
、
養
蚕
の
衰
退
と
果
樹
農
業
＞

 
厳
し
い
食
糧
事
情
か
ら
果
樹
園
整
理
の
割
当
が
出
さ
れ
、

オ
ウ
ト
ウ
を
主
に
伐
採
さ
れ
た
が
、
農
業
者
に
よ
り

一
部
は
将
来
を
見
越
し
て
死
守
さ
れ
た
（
戦
中
の
昭

和
１
６
年
公
布
の
統
制
令
で
、
果
樹
等
の
一
部
作
物

は
作
付
制
限
対
象
と
さ
れ
て
も
い
た
）。
［
２
］［
６
］

 
＜
農
政
再
編
の
法
整
備
と
自
由
経
済
へ
の
復
帰
＞

 
昭
和
２
２
年
：
農
協
法
、
農
産
種
苗
法

 等
の
制
定
。

 
 
 
青
果
物
の
物
価
統
制
令

 撤
廃

( 
価
格

 高
騰

 ) 
 
２
３
年
：
農
業
改
良
助
長
法

 制
定

 
（
農
業
改
良
普
及
事
業
の
開
始
）

 
 
２
５
年
：
農
地
改
革
ほ
ぼ
完
了
（
ｽﾀ
ｰﾄ

 昭
20

 ）
 

  
  

 農
薬
・
農
機
具
・
肥
料
の
統
制
撤
廃
、

 
福
島
盆
地

(平
地
主
部

) 
の
果
樹
園
面
積
の
著
増

  
［

8］
  

＜
大
槻
只
之
助
氏
に
よ
る
リ
ン
ゴ
「
王
林
」
の
誕
生
＞

 
桑
折
町
の
蚕
種
家

 大
槻
家
（
本
家
）
に
お
い
て
、
只
之

助
氏
は
蚕
種
業
と
と
も
に
リ
ン
ゴ
の
品
種
改
良
を

手
が
け
た
。
戦
時
中
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
と

印
度
と
の
交
配
の
実
生
の
中
か
ら
選
抜
育
成
。
昭
和

２
７
年

 町
果
実
農
協

 組
合
長
が
「
王
林
」
と
命
名
。 

登
録
の
申
請
を
早
く
に
す
る
が
、
外
観
の
悪
い
こ
と
を

理
由
に
登
録
許
可
は
昭
和
４
４
年
と
遅
れ
た
。 ［
２
］

 
※

 現
・
種
苗
法
で
は「
区
別
性
」重
視
と
さ
れ
て
い
る
。
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４

■
 戦
後
復
興
期
（
２
）
 

19
45

(昭
和

20
)～

19
60

(昭
和

35
)年

 
＜
果
樹
栽
培
に
時
代
の
脚
光
の
再
来
を
迎
え
＞

 
昭
和
２
２
年
、
園
芸
試
験
場
（
現

 果
樹
研
究
所
）
が
独
 

 
 
立
場
所
に
。
前
身
は
昭
和
１
０
年
、
養
蚕
に
代
わ
る

園
芸
作
物

(果
樹
・
野
菜

)の
振
興
を
当
地
に
と
設
置

の
県
農
事
試
験
場
信
達
分
場
。
が
、
ま
も
な
く
戦
時

で
果
樹
の
新
植
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

 
昭
和
３
４
年
に
園
芸
試
験
場

 講
習
生
の
制
度
発
足
。

 
＜
果
樹
農
業
の
発
展
を
支
え
る
専
門
紙
（
誌
）
発
刊
＞

 
昭
和
２
２
－
２
３
年
 
紙
名
「
福
島
園
芸
時
報
」、
創
刊

号
～
１
５
号
、
Ａ
３
判
２
ペ
ー
ジ
で
月
３
回
発
行
、 

発
行
者
は
福
島
園
芸
時
報
社
（
発
行
人

 前
田
一
郎

氏
）、
発
行
部
数

 ８
０
０
部
程
度

.。
主
な
購
読
者
は

湯
野
・
瀬
上
な
ど
の
果
樹
農
家
ほ
か
。

 
同
２
３
－
３
０
年
 
紙
名
「
果
樹
園
芸
時
報
」、
１
６
～

１
０
０
号
、
Ａ
３
判
４
ペ
ー
ジ
で
月
１
回
発
行
、
発

行
者
は
５
０
号
ま
で
は
上
記
の
園
芸
時
報
社
、
以
降

は
社
名
を
変
更

 福
島
県
果
樹
研
究
会

 に
。
発
行
部

数
４
３
０
０
部

(昭
和
２
７
年

)。
購
読
者
は
各
町
村

の
果
樹
研
究
会
の
会
員
農
家
ほ
か
。

 
同
３
０
－
３
７
年
 
誌
名
『
落
葉
果
樹
』、
１
０
１
～
１

８
２
号
、
Ｂ
５
判
の
雑
誌
形
態
で
月
１
回
発
行
、
発

行
者
は
福
島
県
園
芸
協
会
（
昭
和
３
０
年
に
福
島
県

果
樹
研
究
会
と
福
島
県
り
ん
ご
技
術
研
究
会

(昭
和

２
４
年
８
代
目
阿
部
勘
六
氏
を
会
長
に
発
足

)と
の

統
合
で
誕
生
）。
発
行
部
数
 
増
加
傾
向
。 ［
２
］［
９
］ 
 

 
※

 当
誌
は
、
後
に
福
島
県
経
済
連
、
全
農
福
島
県
本
部

と
引
き
継
が
れ
、
平
成
２
１
年
休
刊
と
さ
れ
た

 ［
９
］ 

■
 農
業
基
本
法
 農
政
推
進
期
 

 
 
 
 
19
61
(昭
和
36
)～
19
85
(昭
和
60
)年
 

昭
和
３
６
年
 
農
業
基
本
法
、
果
樹
農
業
振
興
特
別
措

置
法
（
略
称
・
果
振
法
）
等
の
制
定
。
経
済
の
高
度

成
長
期
を
迎
え
て
の
対
応
で
、「
農
産
物
生
産
の
選

択
的
拡
大
」
な
ど
い
わ
れ
た
。
 

＜
県
の
果
樹
振
興
に
関
わ
る
主
要
な
施
策
＞
 
 
［
５
］ 

昭
和
３
６
～
４
１
年
度
 
果
樹
集
団
産
地
造
成
事
業
。

１
０
ha
以
上
の
新
産
地
を
５
０
地
区
で
実
施
。
 

同
３
６
～
３
９
年
度
 
リ
ン
ゴ
の
品
種
更
新
事
業
。
 

優
良
品
種
の
苗
木
を
養
成
し
配
布
。
６
カ
町
村
。
 

同
３
９
年
度
 
凍
霜
害
対
策
施
設
（
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

ク
ヒ
ー
タ
ー
）
の
導
入
助
成
。
２
万
２
千
台
。
 

同
４
３
年
度
～
 
果
樹
結
実
確
保
対
策
の
推
進
。
共
同

開
葯
施
設
 数
箇
所
や
花
粉
貯
蔵
セ
ン
タ
ー
を
整
備
。 
 

＜
Ｓ
Ｓ
利
用
の
共
同
防
除
組
織
の
普
及
＞
 

昭
和
３
５
年
以
前
 
共
同
防
除
組
織
と
し
て
は
先
進
地

区
で
定
置
配
管
方
式
が
見
ら
れ
た
。
 

同
３
６
年
頃
以
降
 
Ｓ
Ｓ
(ｽ
ﾋﾟ
ｰﾄ
ﾞｽ
ﾌﾟ
ﾚｰ
ﾔｰ
)利
用
の

共
同
防
除
組
合
 設
立
が
一
般
化
。
飯
坂
方
部
で
は

旧
農
協
が
Ｓ
Ｓ
を
購
入
、
レ
ン
タ
ル
の
形
で
普
及
。 

共
同
選
果
場
や
青
森
か
ら
の
季
節
援
農
者
の
受
入
れ
も
本

期
に
始
め
ら
れ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［
２
］ 

＜
馬
越
山
果
樹
（
モ
モ
）
団
地
の
造
成
と
運
営
＞
 

昭
和
４
７
年
 
東
北
高
速
道
Ｉ
Ｃ
開
設
に
伴
う
都
市
化

を
踏
ま
え
農
協
で
事
業
を
検
討
、
５
０
年
に
造
成
を
開

始
（
面
積
10
ha
）。
有
志
１
２
名
が
参
加
し
生
産
組
合

を
組
織
化
、
防
除
ほ
か
各
種
作
業
を
共
同
で
実
施
。 ［
２
］ 
 

※
 獣
害
に
悩
ま
さ
れ
、
平
成
１
０
年
撤
退
し
た
［
１
０
］ 

■
 国
際
化
対
応
 農
政
推
進
期
 

 
 
 
19
88
(昭
和
61
)～
19
98
（
平
成
10
）
年
 

＜
対
外
経
済
摩
擦
の
数
年
来
の
激
化
、
そ
の
決
着
＞
 

昭
和
６
３
年
 
日
米
農
産
物
交
渉
合
意
。
牛
肉
・
オ
レ

ン
ジ
の
自
由
化
 決
定
。
 

平
成
４
年
 
ア
メ
リ
カ
産
オ
ウ
ト
ウ
自
由
化
。
オ
レ
ン

ジ
果
汁
輸
入
自
由
化
 /
同
５
年
 
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ

ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
 
/同
６
年
 
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
産
・
ア
メ
リ
カ
産
リ
ン
ゴ
輸
入
自
由
化
。 

同
７
年
 
食
糧
管
理
法
 廃
止
、
新
食
糧
法
 制
定
 

＜
ミ
ス
ピ
ー
チ
に
よ
る
宣
伝
活
動
の
強
化
＞
 

開
始
は
昭
和
３
８
年
。福
島
駅
で
モ
モ
を
販
売
す
る「
ピ

ー
チ
ガ
－
ル
」
で
ス
タ
ー
ト
。
数
年
後
か
ら
首
都
圏
、

更
に
北
海
道
、
大
阪
、
九
州
な
ど
へ
と
全
国
に
広
げ

る
。
昭
和
５
０
年
「
ミ
ス
ピ
ー
チ
」
に
名
称
を
変
更
。
 

平
成
元
年
 
モ
モ
に
加
え
ナ
シ
・
リ
ン
ゴ
を
、
６
年
に

は
オ
ウ
ト
ウ
を
、
と
い
う
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
品
目
を
多
く

し
、
宣
伝
活
動
を
強
化
。
 

事
業
費
は
福
島
市
お
よ
び
関
係
町
村
と
生
産
者
団
体

（
Ｊ
Ａ
）
が
負
担
。
実
施
は
実
行
委
員
会
。
  
［
２
］ 

＜
産
地
ブ
ラ
ン
ド
広
告
塔
の
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
＞
 

命
名
と
観
光
農
園
協
会
の
設
立
は
昭
和
４
８
年
。
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
（
昭
３
４
完
成
）
に
結
ぶ
県
道
５
号
線
を

「
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」
と
命
名
。
命
名
者
は
福
島
く

だ
も
の
ま
つ
り
運
営
委
員
会
（
委
員
長
・
福
島
市
長
）。
 

 
観
光
農
園
を
行
う
農
家
２
９
軒
で
観
光
農
園
協
会
を

設
立
。
市
農
政
部
農
業
振
興
課
に
事
務
局
を
設
置
。 

平
成
４
年
 
協
会
で
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
の
製
造
開
始
。
 

お
土
産
用
で
、
市
内
加
工
業
者
に
製
造
を
依
頼
。 ［
２
］ 
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５

■
 食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
 農
政
推
進
期
 

 
 
 
19
99
(平
成
11
)～
20
10
（
平
成
22
）
年
 

平
成
１
１
年
 
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
 制
定
。
 

 
環
境
・
資
源
を
重
視
す
る
施
策
の
推
進
 等
。
 

同
１
５
年
 
Ｂ
Ｓ
Ｅ
発
生
。
食
品
安
全
行
政
の
開
始
。
 

＜
果
樹
研
究
所
で
の
試
験
研
究
の
取
組
み
(抜
す
い
) ＞
  
 

リ
ン
ゴ
 
平
成
１
６
年「
緋
の
あ
づ
ま
」を
登
録
申
請
。
 

 
更
に
、
甘
味
が
強
く
着
色
良
好
で
、
自
己
摘
果
性
な

ど
省
力
的
な
形
質
を
有
す
品
種
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。（
「
ふ
じ
」
の
無
袋
栽
培
に
つ
い
て
は
有
機

質
を
投
入
し
地
力
の
維
持
増
強
の
必
要
性
等
の
確

認
を
昭
和
５
０
年
頃
に
実
施
し
て
い
る
）。
 

モ
モ
 
平
成
１
６
年
「
ふ
く
あ
か
ね
」
を
登
録
申
請
。

ま
た
、
軽
労
化
・
省
力
技
術
を
ね
ら
い
に
低
樹
高
開

張
型
仕
立
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
(品
種

「
あ
か
つ
き
」
の
登
録
は
昭
和
５
４
年
)。
 
 

オ
ウ
ト
ウ
 
省
力
型
高
品
質
果
実
生
産
技
術
と
し
て
平

棚
仕
立
て
栽
培
法
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

病
害
防
除
 
モ
モ
の
若
木
(２
～
５
年
生
)で
時
に
多
発

す
る
急
性
枯
死
病
の
原
因
と
対
策
の
試
験
研
究
を

行
う
も
、
解
明
し
き
れ
て
い
な
い
。
 

害
虫
防
除
 
性
フ
エ
ロ
モ
ン
剤
を
基
幹
防
除
剤
と
位
置

づ
け
た
防
除
体
系
確
立
の
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

複
合
交
信
撹
乱
剤
（
コ
ン
フ
ユ
ー
ザ
ー
）
の
利
用
に

関
し
、
リ
ン
ゴ
で
平
成
８
年
に
実
用
化
。
 
 
［
６
］ 

 ＜
同
所
 園
芸
講
習
生
の
制
度
の
継
続
＞
 

制
度
は
開
始
以
来
現
在
も
継
続
、
卒
業
生
は
県
農
業
短

大
・
園
芸
科
の
卒
生
と
と
も
に
「
園
友
会
」
を
組
織
、

地
域
の
果
樹
農
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。 ［
６
］
 
 

■
 東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
被
災
 復
興
期
  
 

 
 
 
20
11
（
平
成
23
）
年
～
 

＜
果
樹
農
業
 
振
興
プ
ラ
ン
＞
 

 
（
福
島
県
「
い
き
い
き
ふ
く
し
ま
農
林
水
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」

（
平
２
２
．
３
）
よ
り
）
 

＜
平
野
地
区
に
お
け
る
課
題
＞
  
  
［
６
］［
１
０
］
 
 

放
射
能
汚
染
へ
の
対
策
 

  
 ・
「
福
島
県
農
林
地
等
除
染
基
本
方
針
（
農
用
地

編
）」
平
24
.7
.1
7
県
農
林
水
産
部
 農
業
技
樹
情
報
 

 
 ・
 
 
  

栽
培
技
術
 

(例
)・
リ
ン
ゴ
 ふ
じ
 
着
色
系
統
へ
の
シ
フ
ト
 

・
リ
ン
ゴ
と
モ
モ
 
共
通
防
除
体
系
 推
進
 

経
営
 

(例
)・
個
別
農
家
 
新
規
就
農
者
を
確
保
す
る
環
境
の

醸
成
(家
族
経
営
協
定
な
ど
) 

・
地
域
 
将
来
的
に
は
大
規
模
な
経
営
体
へ
志
向
 

方
向
１
 
集
落
程
度
を
広
が
り
の
単
位
と
し

た
経
営
体
づ
く
り
─
兼
業
や
高
齢
農
 
 
 
 

家
の
意
向
を
取
込
み
つ
つ
進
め
る
必
要
。
 

方
向
２
 
農
作
業
請
負
組
織
（「
ｱｸ
ﾞﾘ
ﾌｱ
ｰﾑ
福
 

  島
」
な
ど
）
の
活
動
の
活
発
化
─
 優
れ
た

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
確
保
、
雇
用
従
事
者
の
熟

練
、
高
機
動
作
業
台
車
な
ど
新
し
い
農
機
も

積
極
利
用
、
等
重
要
。
 

 
・
共
通
事
項
 

経
営
体
の
法
人
化
。
 

小
規
模
基
盤
整
備
（
農
道
、
区
画
、
灌
漑
排
水
）。
 

そ
の
他
 ─
 

流
通
、
販
売
 

(例
) 

 
・
委
託
販
売
(Ｊ
Ａ
出
荷
) 
─
 

  
・
個
別
農
家
で
直
売
 （
含
、
ネ
ッ
ト
通
販
）
─
 

・
観
光
農
園
経
営
 ─
 

＜
市
お
よ
び
市
民
活
動
と
の
関
係
の
あ
り
方
＞
  
  
  
 

「
く
だ
も
の
王
国
ふ
く
し
ま
」
を
標
榜
す
る
市
政
と
の

協
調
 

（
例
）・
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
里
」
づ
く
り
、
花
モ
モ
の
郷

づ
く
り
(市
で
経
費
助
成
)等
の
推
進
関
係
者

と
の
一
定
程
度
の
情
報
と
認
識
の
共
有
。
 

「
ふ
く
し
ま
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」（
平
成
１
６
年

に
補
助
金
交
付
要
綱
、
愛
称
コ
ラ
ボ
 
ふ
く
し
ま
)

に
関
心
を
持
つ
市
民
活
動
家
と
の
連
携
 

(例
)・
休
刊
と
な
っ
て
い
る
『
落
葉
果
樹
』
誌
の
市
 

 
 
  
民
活
動
家
（
勤
め
先
定
年
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
）
に
 

協
力
を
仰
い
で
の
復
刊
（
手
づ
く
り
、
年
２
 

回
と
い
っ
た
も
の
）
の
検
討
。
 

  
 
印
 取
り
ま
と
め
者
の
見
方
を
含
む
こ
と
を
示
す
。 
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６

出
典
 

 ［
１
］
勝
又
治
男
「
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
放
射
性
物
質
対
策
に
関
す
る
研
究
の
取

組
」『
農
業
』
20
12
(平
24
).
12
号
 

［
２
］
後
藤
嘉
孝
『
福
島
盆
地
の
果
樹
産
地
形
成
史
－

人
・
組
織
・
情
報
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
』
 
 
 
 

20
04
(平
16
).
12
刊
 

［
３
］
福
島
市
農
政
部
『
平
成
23
年
度
 福
島
市
の
農
 

林
業
』
20
11
（
平
23
）
.1
0
刊
 

［
４
］（
財
）
農
林
統
計
協
会
よ
り
の
情
報
提
供
 

［
５
］（
財
）
農
林
統
計
協
会
『
果
樹
農
業
発
達
史
』
 

19
47
（
昭
47
）
.3
刊
 

［
６
］
福
島
県
果
樹
試
験
場
『
果
樹
試
験
場
五
十
年
史
』 

 
 
 
19
85
(昭
60
）
.1
2 
同
『
果
樹
試
験
場
60
周

年
記
念
 １
０
年
の
あ
ゆ
み
』
19
95
（
平
7）
.1
2 
 

同
『
果
樹
試
験
場
70
周
年
記
念
 １
０
年
の
あ

ゆ
み
』
20
06
(平
18
).
3 
刊
 

［
７
］『
角
川
日
本
地
名
大
百
科
事
典
 
福
島
県
』
19
81

（
昭
56
）
.3
 刊
 

［
８
］
大
沢
真
一
郎
「
福
島
県
に
於
け
る
耕
地
の
増
減

に
つ
い
て
」『
福
島
大
学
学
芸
学
部
論
集
』
15

号
、
19
64
（
昭
39
）
 

［
９
］
事
務
局
「
落
葉
果
樹
誌
の
変
遷
」『
落
葉
果
樹
』

第
62
巻
１
・
2
号
、
20
09
（
平
21
）
.1
 刊
 

［
１
０
］
大
日
本
農
会
「
収
益
性
の
高
い
果
樹
産
地
の

持
続
的
な
発
展
―
放
射
性
物
質
の
除
染
作
業
を

行
い
つ
つ
、将
来
を
み
つ
め
る
ー
 
福
島
市
 樅

山
和
一
郎
」『
農
業
』
20
12
（
平
24
）
.4
号
 

補
記
  
 
本
文
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
か
ら
十
分
な
記
載

の
で
き
な
か
っ
た
箇
所
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
下

記
は
そ
の
一
、
二
で
、
こ
こ
に
補
記
す
る
。
 

［
７
］
よ
り
 

福
島
盆
地
 
盆
地
床
は
信
達
平
野
と
も
呼
ば
れ
る
。 

信
夫
・
伊
達
両
郡
に
ま
た
が
る
平
野
で
あ
っ
た
か
ら
こ

の
名
が
あ
る
。
そ
の
中
央
部
で
は
幅
が
狭
く
な
っ
て
繭

状
に
な
り
、
そ
の
長
軸
は
北
東
か
ら
南
西
に
伸
び
る
。
 

 
福
島
盆
地
の
養
蚕
業
は
安
政
の
開
国
後
、
急
速
に
発

展
し
、
蚕
種
製
造
業
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
生
糸
や
蚕
種

は
長
距
離
輸
送
が
で
き
る
商
品
で
、
馬
を
使
っ
て
輸
送

さ
れ
た
。
盆
地
北
東
部
が
特
に
養
蚕
が
盛
ん
で
、
蚕
種
 

製
造
業
者
は
養
蚕
の
技
術
の
改
良
普
及
に
も
務
め
、
幕
 

末
に
は
梁
川
で
温
暖
飼
育
が
創
案
さ
れ
、
明
治
初
期
に
 

は
「
あ
づ
ま
造
り
」
と
呼
ば
れ
る
居
住
兼
用
の
蚕
室
を
 

普
及
さ
せ
た
。
こ
の
盛
況
は
昭
和
１
５
年
ま
で
続
き
、
 

当
時
盆
地
床
の
畑
は
一
部
の
果
樹
園
と
野
菜
畑
を
除
い
 

て
す
べ
て
桑
園
で
、
大
麦
・
小
麦
な
ど
の
作
付
は
み
ら
 

れ
な
か
っ
た
。・
・
近
年
の
福
島
盆
地
は
果
樹
栽
培
が
盛
 

ん
で
、
県
内
の
果
樹
園
の
６
０
％
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
 

い
る
。
伊
達
郡
伊
達
町
・
保
原
町
は
モ
モ
と
リ
ン
ゴ
、
 

福
島
市
北
部
の
瀬
上
・
宮
代
・
余
目
は
リ
ン
ゴ
、
天
戸
 

川
扇
状
地
の
西
部
、
松
川
扇
状
地
の
中
央
部
は
ナ
シ
の
 

産
地
で
あ
る
。
昭
和
６
～
１
５
年
は
山
形
盆
地
と
並
ん
 

で
オ
ウ
ト
ウ
も
お
お
か
っ
た
。
り
ン
ゴ
は
オ
ウ
ト
ウ
に
 

代
わ
っ
て
進
出
し
、
は
じ
め
は
東
京
市
場
で
盆
リ
ン
ゴ
 

と
呼
ば
れ
た
早
生
種
の
「
祝
」
な
ど
を
主
と
し
た
。
 

［
２
］
よ
り
 

 
瀬
上
村
 
阿
部
家
は
戦
前
期
ま
で
瀬
上
村
の
地
主
で
 

あ
り
、
村
人
か
ら
尊
敬
を
集
め
、
村
内
で
の
家
格
の
高
 

い
家
柄
で
あ
っ
た
。
瀬
上
村
で
は
蚕
種
業
が
発
展
し
て
 

い
た
が
、
や
は
り
他
の
蚕
種
地
域
と
同
様
に
果
樹
の
導
 

入
が
早
か
っ
た
。
例
え
ば
瀬
上
村
に
オ
ウ
ト
ウ
が
導
入
 

さ
れ
た
契
機
に
つ
い
て
も
蚕
種
と
の
関
係
性
が
色
濃
く
 

み
ら
れ
る
。
明
治
初
期
に
瀬
上
村
は
養
蚕
の
全
盛
時
代
 

だ
っ
た
の
で
、
当
村
で
生
産
す
る
蚕
種
を
取
引
す
る
た
 

め
に
昔
か
ら
栗
子
峠
を
越
え
て
米
沢
地
方
と
交
流
が
あ
 

っ
た
。
明
治
２
３
年
先
代
阿
部
又
右
衛
門
は
蚕
種
を
販
 

売
す
る
た
め
に
米
沢
に
至
り
、
そ
の
帰
路
に
オ
ウ
ト
ウ
 

苗
木
１
０
数
本
を
購
入
し
て
帰
り
、
竜
源
寺
の
東
南
の
 

畑
に
栽
植
し
た
。
こ
れ
が
瀬
上
村
に
お
い
て
オ
ウ
ト
ウ
 

の
栽
培
が
始
ま
っ
た
経
緯
で
あ
る
。
ち
な
み
に
 こ
の
 

オ
ウ
ト
ウ
が
最
初
に
栽
植
さ
れ
た
土
地
は
昭
和
戦
前
期
 

に
阿
部
又
治
の
所
有
に
な
り
、
オ
ウ
ト
ウ
か
ら
リ
ン
ゴ
 

に
品
目
の
転
換
が
図
ら
れ
た
。
オ
ウ
ト
ウ
栽
培
は
瀬
上
 

村
に
お
い
て
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
最
も
発
 

達
し
、
先
進
地
で
あ
る
山
形
県
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
で
あ
 

っ
た
。
そ
の
後
、
戦
中
期
に
お
い
て
オ
ウ
ト
ウ
は
リ
ン
 

ゴ
に
徐
々
に
切
り
替
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
理
 

由
に
つ
い
て
は
、
 
オ
ウ
ト
ウ
は
雨
に
弱
く
栽
培
が
難
 

し
か
っ
た
こ
と
、
 
食
糧
不
足
時
に
お
い
て
は
リ
ン
ゴ
 

は
オ
ウ
ト
ウ
よ
り
も
満
腹
感
を
得
や
す
く
、
そ
の
点
が
 

消
費
者
に
受
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、が
考
え
ら
れ
て
い
る
。 
 

先
進
性
の
富
ん
だ
地
域
で
、
こ
の
よ
う
に
時
勢
に
合

わ
せ
て
柔
軟
に
品
目
を
転
換
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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７

付
 

■
 果
樹
産
地
の
構
造
改
革
に
つ
い
て
 
 

 
平
成
１
７
年
３
月
に
、
農
林
水
産
省
生
産
局
長
か
ら
こ
の
通
知
が
出
さ
れ
て
い
る
。
 

国
は
、
果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法
（
果
振
法
）
に
基
づ
き
５
年
ご
と
に
「
果
樹
振
 

興
基
本
方
針
」
を
策
定
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
平
成
２
２
年
版
の
中
で
＜
産
地
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
確
立
と
実
践
＞
を
う
た
い
、各
産
地
が「
果
樹
産
地
構
造
改
革
計
画
」―
〝
 産

地
計
画
〟
と
通
称
さ
れ
る
 ―
 の
策
定
、
推
進
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
 

そ
し
て
、
産
地
協
議
会
な
ど
計
画
主
体
は
、
次
の
こ
と
を
内
容
に
記
載
す
べ
き
こ
と

と
し
て
い
る
。
 

 
目
指
す
べ
き
産
地
の
理
念
 

 
人
材
・
生
産
・
販
売
 戦
略
に
関
す
る
事
項
 

 
そ
の
他
 

ま
た
、
策
定
し
た
産
地
計
画
は
、
実
践
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
随
時
見
直
し
の
必

要
を
い
わ
れ
て
い
る
。
本
文
の
５
ペ
ー
ジ
復
興
期
で
の
記
載
は
、
当
地
に
お
け
る
こ
の

事
項
に
他
に
な
ら
な
い
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
 

 

■
 東
日
本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
交
付
金
交
付
要
綱
・
実
施
要
領
に
つ
い
て
 

 
農
林
水
産
省
か
ら
平
成
２
３
年
５
月
に
、
こ
の
通
知
が
出
さ
れ
て
い
る
。
 

他
で
講
じ
ら
れ
る
施
策
と
の
関
連
に
配
慮
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
助
成
対
象
 

に
は
次
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
・
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
農
業
機
械
等
の
導
入
 
 
 

・
生
産
資
材
の
導
入
等
 
 

・
放
射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
対
策
 
 

・
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
技
術
等
の
導
入
支
援
 

・
農
地
生
産
性
回
復
に
向
け
た
取
組
 

・
品
目
転
換
等
に
係
る
試
験
栽
培
及
び
販
路
開
拓
へ
の
支
援
 
  

 
・
そ
の
他
 

 

 

◎
 先
進
的
な
取
り
組
み
の
経
営
の
事
例
 
 

 
 

 
（
 W
eb
情
報
 
発
信
元
 ）
関
東
農
政
局
 計
画
部
資
源
課
  
平
成
２
０
年
調
査
 

平
成
２
５
年
１
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取
り
ま
と
め
 
 
石
川
 
秀
勇
（
 山
崎
農
業
研
究
所
 ）
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25

４、風評被害：そのメカニズムと対策

家常　高（いえつね　たかし・山崎農研）
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2011. 01-

2011. 02. 22-

2011. 02. 27

2011. 07-

2011. 11

2011. 11. 21

2012-

2012. 01. 02

2012. 07-

2012. 07. 10
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1.希望を明日につなぐ 
 
2.現地のみなさんからの意見と感想 
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希望を明日につなぐ 

小泉浩郎 
１、寒風の中の除染―福島市フルーツラインを歩いて 

 ２０１１年３月１１日１４時４６分、Ｍ９の地震発生、１２日１５時３６分、東電福

島原発１号炉水素爆発、「直ちに健康に及ぼす数値ではありません」と繰り返すが、高い濃

度の放射性物質が北西の風に乗って内陸部に多量に運ばれる。 

雪が舞う樹園地、雨合羽、マスク、保護めがね、ゴム手袋、ゴム長靴と異様

な姿の作業員が三々五々、高圧のノズルで水煙りをあげリンゴの幹を叩いてい

る。素皮を削ぎ落とされ、無数の傷跡を残しした幹は、少し赤みをおびた素肌

を寒風にさらしている。放射能物質の除染作業である。除染作業は、国の「市

町村による除染実施ガイドライン」、福島県の「農林地等除染基本方針」、そし

て福島市・川俣町地域農地等除染協議会の「果樹除染マニュアル」に基づき実

施している。全額、国の交付金である。 

 木の大きさにもよるが、１本当たり粗皮剥離が１時間～２時間、高圧水洗浄

が３０分から１時間、合計で１時間半から３時間がかかる。平均２時間として

１０ａ当たり２４時間（１０ａ１２本×２時間）、たっぷり３日間はかかる。４

月上旬を期限に市内全域の樹園地２，３００ｈａをくまなく徹底除染するとい

う。 

 福島市は、盆地特有の立地条件を活かし、サクランボ（６月上旬～下旬）、モ

モ（７月下旬～８月下旬）、ナシ（８月下旬～１０月上旬）ブドウ（９月上旬～

１０月下旬）、リンゴ（１０月中旬～１２月中旬）と季節の旬のくだものを半年

に渡って消費者に届けている。市町村別の生産量は、ナシは全国１位、モモは

全国２位、リンゴ、サクランボは全国６位、もちろん福島県ではどれも第１位、

「くだもの王国ふくしま」を誇ってきた。 

 その大産地が、東電福島第一原発から６０ｋｍ圏内、影も形もない放射能被

害の渦中の容赦なく叩き落された。事故後の最初の頃は、市内の果樹地帯は国

の暫定基準を下回り、普通と変わらない荷の動きだった。モモの早生品種まで

は通常に売れていた。それが大きく変わったのは７月１４日である。６０ｋｍ

以上離れた福島県淺川町の飼料用稲ワラから最大 9 万 7000 ベクレル/ｋｇもの

高濃度放射性セシウムが検出された。しかも県の安全宣言の中、生産農家の申

し出による自主検査の結果であった。これで県の安全宣言の信頼が大きく揺ら

ぎ、市場での荷が動かなくなり、贈答用がキャンセルされ、直売所を訪れる観

光客がばったり減少した。地元の名湯飯坂温泉にも閑古鳥が住み着いた。 

「鮮度も味も太鼓判、一つも変わっていないのに風評だけが一人歩き」。訪ねた

果樹専業農家樅山氏（60）が顔を曇らせる。「風評被害だといっても、お客さん
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が納得してくれないと買ってはくれない」。土も果樹も生き物、やることをやら

なければ産地は死ぬ。明日のために産地を守る仕事には手を抜かないと覚悟を

話す。「だが、先が見えない。若者が可哀想」と言葉を詰まらせる。半生をかけ

た「モモ・リンゴ・サクランボ」の果樹複合経営がやっと軌道に乗り、子供に

経営委譲をしたばかりだという。 

 今、樹園地の除染作業の真っ只中である。消費者の皆さんにより安心しても

らえる産地となるため、寒空の中、若者たちが頑張っている。希望を明日につ

なぐ努力である。徹底した除染、精緻な検査体制、正確な情報公開、お客さん

との信頼回復はこれしかない。この機会に「食べもの」の原点に立ち返り足元

から産地と消費者を結ぶ新たな仕組みを模索中だという。 

 
２、「ぶっちゃけ、どうしてよいか分からない」 
 ３月下旬、福島県の果樹地帯を訪ねた。夕方４時３０分からの話し合いだが、

除染作業を切り上げて４０人近い若い人たちが集まってくれた。話の全体には、

3.11以降、この１年、心身ともに疲労困ぱい、先の見えない苛立ちが見えたが、
「今年こそ勝負」と前向きな発言が多かった。 
 まず、この放射能被害をこう語る。放射能被害は、赤信号で停まった車が追

突されたようなもの。車なら保険があり対策も用意されているが、放射能被害

は全くの無防備、復旧・復興も手探りである。また、これは玄関先に突然、汚

物を投げ込まれたようなもの。現場は、暮らしに困らない最低の対策を進めた

いが、その手段も方法もない。情報錯綜の中、見えない放射能に翻弄、「ぶちゃ

け、どうしてよいかわからない」。これが本音だという。だが座して待つわけに

はいかない。この一年を見て「政治」や「東電」に「おんぶに抱っこ」では、

物事は一歩も前に進まないことを知った。 
人生には「まさか」の時があると聞いていた。その「まさか」でどん底に落

とされた。情報に右往左往、指示されるままの行動、先が見えないまま、無我

夢中の１年だったという。だが、産地あっての個別経営、皆で立ち上がる時だ

と頑張る中核的担い手が広範に存在する。 
 東京からＵターン、就農して２年目でこの災難にあった。この１年は、先輩

の助言で何とか耐えてきたが限界に近いという。就農当初の「抱いた夢」を消

さないために情報交換や勉強会の仲間づくりが進んでいる。 
 農家では、お年寄が元気であり、経営の重要な担い手でもある、だが、この

災害で涙もろくなり、弱音を吐くようになったという。経験と蓄積された技術

は「産地の誇り」である。お年寄りの元気な姿は欠かせない。 
 果樹園は子供たちの遊び場だが、この災害で野良仕事の傍らで駆け回る子供

たちの姿は全く消えてしまったという。学校にも遊園地にもない教材は、親の
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働く姿と自然の環境の中にある。その子育ての万能薬を失った。 
「おいしい」と喜んでくれたお客さんが遠のいてしまった。同情で買ってくれ

たが、何時まで続くか心配だという。だが応援団も多い。産地の努力を正確な

情報としてお客さんに発信する。これが信頼回復の基本であろう。 
 この「まさか」に、この１年は五里霧中だった。２年目の今年で先が見えな

ければ、お客さまの産地離れが進み、生産者には疲労だけが残り残ることにな

るだろうともいう。汗を流す生産者に「明日が見える元気」を、食卓を囲む家

庭に「おいしいという笑顔」を 1 日も早く回復するためにお手伝いできること
は何か、検討中である。 
 
 
３、風評被害解消に「福島産はありませんか」 

「青森へ行って来た。二年振りでコシアブラのてんぷらを食べた。」。福島市果

樹農家の青年は「美味しくて涙が出た」と続けた。福島市は、国の指示により、

山菜であるコシアブラは、昨年に引き続き出荷制限がかかっている。「今年は、

コゴミ、タラノ芽、コシアブラ等山菜は大豊作。気にしないで食べた」。孫もい

る初老の園主は、ばあさんとだけで旬を楽しんだという。 

 東北の冬は長い。待ちに待った春の芽吹きは、山菜として旬の恵みを運んで

くる。山野に陽気がみなぎり一年が始まる。だが、今年の幕開けは重い空気に

包まれていた。原発事故二度目の春、果樹王国「ふくしま」のくだものが、消

費者のテーブルで、それぞれの旬を味わってもらえるか。寒空の中、樹皮の荒

皮を削り、高圧水ですべて園地を洗浄した。その努力がプラスとなるか。 

 ふくしまフルーツラインの賑わいはサクランボから始まる。サクランボ出荷

にあたって「ＪＡ新ふくしま」は、全戸・全品種の検査を実施している。出荷

３日前に１検体２㎏を検査所に持ち込む。果梗と種子を除く作業は、意外に苦

痛で時間がかかる。昼間の疲れた身体に鞭打ち、夜なべ仕事となる。結果は、

国の新基準値（１㎏当たり１００ベクレル）を大幅にクリアー、ＮＤも多かっ

たという。 

 フルーツラインは、吾妻連峰の麓を走る約１４㎞、周辺に樹園地が広がり直

売店、観光果樹園が続く。昨年、被災４ヶ月ごろ、お客さんの足は全く止った

が、今年は例年の半分程度まで回復した。贈答用も回復のきざしが見えてきた。

だが卸売市場・流通業者の回復が遅い。消費者の風評を思い量った流通関係者

の買い控えや安い値付けが、風評を増長し、需要の喚起を妨げていないか。贈

答や直売など消費者が戻ってきていることを考えるとそう思いたくなる。 

 新宿周辺のデパート、スーパーを歩いてみた。どこにも福島産サクランボは

ない。「売りたいが流れてこない」。「極端な安値、客層と合わない」。「時には福
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島産の希望もある」。販売責任者の言葉である。そろそろ本番モモの旬が始まる。

産地は、安全で美味しい「くだもの」づくりに頑張っている体制とその結果を

消費者に明示し、消費者は、それに踏まえてそれぞれの判断で旬を楽しみ、買

い支えることが重要であろう。加えて店頭での「福島産はありませんか」の一

言が、流通関係者に届き風評解消の力になるように思う。 

 
４、「まさか」のどん底から「ワラ」を掴む 

ー「ワラ」から「縄」へそして「網」へ－ 
平野地区は、立地条件を活かしサクランボ・モモ・ナシ・ブドウ・リンゴと

１年の半分に渡って旬のくだものを消費者に届ける「くだもの王国ふくしま」

の中心にある。福島第一原発から５０㎞、あの「まさか」でどん底に落とされ

た。放射能の不安と風評被害、錯綜する情報に右往左往、無我夢中の毎日だっ

た。雪が舞う園地での１本１本の樹体除染、一部実験的な園地の表土剥離、そ

の努力がプラスと出るか暗中模索であった。全戸・全品種の緊急時モニタリン

グ検査の結果を、息を呑むように待った。ほとんどが基準値を大きく下回る「Ｎ

Ｄ」となった。とりあえず胸をなでおろした。リンゴのシーズンに入った９月

下旬、樅山和一郎さんを訪ねた。ＪＡ新ふくしまの理事で産地復旧に奔走して

いる人物である。 

情報に撹乱されながらワラをも掴む思いで頑張ってきた。被災前の８０％程

度まで回復しほっとしている」。しかし「まだ不安は残されたままだ。空中線量

は一向に下がる気配がない。線量の高いホットスポットも消えない。除染した

場所が再び高くなったところもある」。「ワラらしきものを掴んだが、まだ薄氷

を歩むような状態で、この機会に農業から足を洗いたいと考える人たちも増え

ている」と心配する。「お互いが掴んだワラを寄せ合い一本の縄に撚り、結び合

って産地を支える網とする。さらにワラの縄は麻のロープに、そして新たな技

術や販売方法によってワイヤロープにしたい」と続ける。 

 原発事故の後、たくさんの専門家やメディアからいろいろな考えや情報が流

された。なかには責任のないものもあり、どれを信頼してよいか分からなかっ

た。家族と経営を守るため、産地を維持するために悩み苦しみながら２シーズ

ン目も半ばに入った。大げさに言えば、いのちを賭けた戦いだった。経験とそ

こで学んだことをお互いに話し合い、自分に、家族に、経営にとって、そして

産地にとって今何をなすべきか、自分達で共通の言葉を探し出していくことが

必要のように思う。それが樅山さんのいう「ワラから縄」である。 
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５、住民参加型「ふるさと」再生／産地再興へ 

永田町のアカ絨毯ゴタゴタであっという間に政権が変わった。１月１０日

（2013）新政権は復興推進会議を開き前政権が予定した５年間（2011～５）１

９兆円の復興予算を増額する方針を表明した。多くのメディアや識者の論点は、

成長戦略路線と絡め「是」としつつ、不適切なその使途と使い勝手の悪い縦割

りの事業制度に問題を問題としている。だが、被災者、国民にとっての関心は、

その莫大な財政負担によってどんな社会を目指すのかである。 

国の復興基本方針は、農林水産業を「東北地方の基幹産業」と位置づけ、東

北を「食料供給基地」として再生し全国のモデルにするとしている。その目指

す姿は、産業としての自立であり、食料供給基地としての役割である。かつて

東北は労働力基地として多くの若者を都会に輩出した。沖縄の軍事基地がどれ

ほど地域住民に負担をかけているか。そして電力（原発）基地がもたらしたこ

の大災害である。基地という目線には人間がいない。そこには早く我が家に帰

りたい、「ふるさと」を再生したいと願う人々の暮らしの展望が全く描かれてい

ない。大規模・高能率を描く農林漁業では、帰る「ムラ」さえない。 

戦後のしばらくまで、日本人の多くは農村で生まれ田園的風土の中で育った。

「うさぎ追いしかの山、小鮒釣りしかの川」は、「ふるさと」に暮らす者にとっ

ても、「ふるさと」を離れた人々にとっても心の原風景であった。だが、この半

世紀余りの短い間にふるさとは大きく変わってしまった。 

この大震災で失ってしまったものの大切さ、大きさを実感した。ＤＮＡの中

に刻み込まれた生き方、暮らし方が甦った。食べ物はいのちの糧であり、農山

漁村は心のふるさとである。そこから展望する社会は、共生、循環、自治をキ

ーワードとする社会、ふるさとの再生である。 

未曾有の大震災は、震災地東北だけでなく、このくにの時代の大転換を示唆

している。これまで来た道でなくこれから行く道は、それぞれが住み暮らしを

立てる「ふるさと」を原点とする視点が必要のように思う。成長戦略、ＴＰＰ

交渉参加、原発容認だけの路線では取り残され忘れ去られていく「もう１つ」

の主張である。 

「高移動社会」から「共生社会」へ＝規模やコストを指標とした世界規模で

の「競争社会」そしてヒト・モノ・カネが国境を越えて流動する「高移動社会」

から、何処へも持ち運びのできない「風土」とともにいきる共生社会の再生。 

「無縁社会」から「定住・交流社会」へ＝混住化、兼業化により見知らぬ人々

のムラとなり、都会生まれの都会育ちの増加により「ふるさと」のない人々が

多数となっている。独居老人、孤独死に代表される「無縁社会」から、「ふるさ

と」を基盤に風土を活かした暮らしと産業を熾し、都市と農村が、地方と中央

がお互いに支えあう新しい「縁」の創造。 
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「少子高齢社会」から「生涯現役社会」へ＝「ふるさと」を特徴づける風土

には豊かな資源と蓄積された知恵と技がある。「ふるさと」再生にみんなが参加

し居場所と役割を確認できる社会の実現。 

行政の「受益者」から住民自治の「当事者」へ＝価値観の多様化と住民ニー

ズの複雑化は、地域課題を分散化し、地域の求心力を弱めている。新しい「ふ

るさと」の再生は、一人ひとりが「ふるさと」づくりの主役として登場し（住

民自治）、「ふるさと」に誇りと自信を持つ当事者として共に暮らしを立てるこ

と（共生）であろう。 

（この稿は、週刊「農政と共済」に掲載した数編から抜粋し一部訂正したものである） 
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 １

平成２４年８月２４－２５日訪問 
福島市飯坂町平野地区  現地の皆さんからの意見と感想 

 
○「原発事故による放射能被爆、風評被害に苦悩する現場」ということについて 
  ２４日の懇談会で次のようなことが聞かされ、厳しさの状況がよく理解できた。 
・除染をしたものの線量がやがて戻って、子供たちを土に親しませるようにはできない。 

    この実態の先行きが見通せないこと。 
・今まで果樹作りに精を出してきていた高齢の農業者に、とりわけ意欲の減退が見られ

る。若い者にも上のような先行きの見通せないことに暗い気持ちが沈潜している。 
・モモの県外発送の回復はいえるものの、地元での購買は振るわなない。単価が９０％

程度まで戻ったとはいえ、生産量が落ちている上でのことに留意する必要がある。 
・県下の学校給食について、福島県産の農産物はいっさい扱わないということで、残念

でならない。 
・浜通りの原発被災地区から越してきている住民のアパート需要が強く、農地をつぶし

この需要に、と傾斜させている農業者の心理が窺われることは否定できない。 
 
○ 清野さん経営の「せいの果樹園」、紺野さん経営の「まるけい果樹園」 
   翌２５日に上記の二人のところを見学させてもらったが、立派な取り組みをなされて
いることがよく理解できた。その園はともに、祖父なり、父親の代からの営為で造成さ

れ、それを引き継いでのことのように見受けた。 
せいの果樹園は、ホ－ムページを昨年立ち上げ、地方発送（当方もつい先日、メール

で発注。近日中に届く予定）に力を入れているとのこと。＜しおり＞などスマートに作

成されており、感心させられた。また、まるけい果樹園は、フルーツラインの道沿いに

位置し、地の利を活かしての店舗の設営で喫驚させられた。 
とはいえ、樅山理事は、月刊『農業』（平成２４年４月号）で、〝後継者になって直

売所なり規模拡大して跡取りもできているというのは限られているのが現実です〟と

述べている（p.48）。 
 
○ 平野地区について 
  web検索すると、「飯坂町平野」の現況は、平成２４年１月現在で世帯数３，０３４、
人口９，０３９人。現在は福島市の大字という位置づけであるが、その歴史について、

明治２２（１８８９）年に信夫郡入江野村、井佐野村、平塚村が合併し、信夫郡平野村

を誕生させ、昭和３０（１９５５）年に旧飯坂町等と合併するまで存続した、とされる。 
   では、農林センサスのデータを集約し、記載している「農業集落カード」での扱いは
どうか。（財）農林統計協会に照会したところ、旧平野村のエリアの係る農業集落は、

旧村平野村をエリアとした１つではなく、また明治２２年に合併したそれ以前の村を形

成していた３つでもなく、２４のエリアに分けて作成されている。（同協会からのエク

セルフアイルの図であるが、参考までに別途、転送しますので照査願います。） 
   そこで、いただいた名刺の地番から、せいの果樹園及びまるけい果樹園の属すると考
えたエリアの農業集落カードを取り寄せてみた（A4判のハードコピーで１集落につき
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 ２

４ページ。各６３０円）。２００５年センサスのデータであるが（９月末には２０１０

年版が市販になる由）、重要と思われる項目を取り出し摘記すれば、下記のようである。 
 
 せいの果樹園の地区 農業集落名：館原田 

 年 総農家

数  
専業家

数  
経営耕

地面積 
     面積規模別農家数   樹園地

面積 
樹園地の

ある農家~1.0ha 1-0~2.0 2.0~30. 3.0ha ~ 

1970  31   11 3110a   13   18   1420a   29 
1980   31     9 3137   18   11    1   1 1830    28 
1990  30    7 2810   13   10    2   1 1807    23 
2000   30    6 3044   16    9    2   1 1774   22 
2005   28    7 2971   15   11    2    1893   22 
注 非農家 1970年 35戸→2000年 53戸  田の面積 1970 年 1560 a →2000年 944a  
   耕作放棄地 1990年 52a →2005年 97a  協業経営体数 2005年 0 
    農業生産関連事業を行っている事業体（2005 年）店で消費者に直接販売 13、貸農

園・体験農園等 1 
 
 まるけい果樹園の地区 農業集落名：曲屋 

 年 総農家

数 
専業家

数 
経営耕

地面積 
     面積規模別農家数 樹園地

面積 
樹園地の

ある農家~1.0ha 1-0~2.0 2.0~30. 3.0 ha~ 

1970   16    7 1750a    7    9    930a   15 
1980   15    6 1697    7    8   1040    14 
1990  15    4 1686    6    4    2   2 1513    12 
2000   15    6 2058    5    2    2   3 1680   11 
2005   10    5 2195    3    1    3   3  1993   10 
注 非農家 1970年 8戸→2000年 12戸  田の面積 1970 年 630 a →2000年 153a  
   耕作放棄地 1990年 30a →2005年 60a    協業経営体数 2005年 0 
    農業生産関連事業を行っている事業体（2005年）店で消費者に直接販売 6、観光農

園 3。 
 

○ 基礎となる「農業集落カード」のデータ 
    ワークショップなり各種の現地診断の際、「農業集落カード」のデータは基礎となろう。
平野地区の２４の全集落の 2010 年度版のこのデータを整理して示すとともに、論議や
実査に活用することが肝要と考えられよう。 

 
○ “いでゆとくだものの里”振興会といった名称の組織づくり 
  実施主体として「平野地区果樹団地復興協議会」（仮称）を提起したが、参画を農業者

に限定する、やや堅苦しいとの印象を持たせているかも知れない。 
“いでゆとくだものの里”はまるけい果樹園の紺野氏にいただいた名刺にあるキャッ

コピーであるが、こうした言葉を冠した振興会が結成され、幅広くともに努力していく
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という枠組み造りがなされたら良いのではないだろうか。振興会といった名称の組織で

あれば、例えば飯坂温泉の旅館組合、はなモモの公園の管理運営の組織など、相応しい

多様な団体に賛助会員として加盟していただくのである。 
それと５月をピークとする季節、モモなどの花の風景の美しさを皆さんが協調されて

いた。この景観保全のことでは、農振法（農業振興地域の整備に関する法律）の適正な

運用のことに意を注がれる必要が考えられる。平成 16 年に景観法が制定されており、
それに基づいて「景観整備農業振興地域整備計画地区」に取組むことの指針も示されて

いる。所管は市では農政課になるが、論議では取り組みを提起したい事項である。 
美しい風景の100選ということで当地のモモの季節の景観は旅のパンフレットに収め
られている。これはこれとして喜ばしいことであるが、振興会のような組織を誕生せし

めた際には、その主催で子供たちにこの季節に果樹園で働く家族らのスケッチ画のコン

クールを呼びかけ、優秀作品を表彰していくなど、多面的な効果を期しての行事を検討

して行かれると良いと思われる。 
 

○ 計画と目標 
前記した月刊『農業』（平成２４年４月号）で座長の梶浦一郎氏が、樅山理事に対して

〝今〟一番お困りになっているのは、若手が目覚めてこないということですね。と言っ

ている。 
これに対して、樅山理事の息子さんは〝親父は鉄人で・・〟と感服の言葉を述べ、就

農 10 年の紺野さんは〝とにかく忙しくてゆとりがない〟と。また、就農 4 年の清野さ
んは〝それでも考える時間は勤めときより持てるようになっていい〟と三者三様の気持

ちを述べていた。必ずしも目覚めてこないというわけでもなさそうに思える。 
そこで、話を転ずるが、佐賀県伊万里市の南波多地区というところがある。地区をエ

リアとする、小農協である南波多農協が昭和６２年に、それまでの３０カ年の取り組み

と次期３０ヵ年のビジョンをまとめた記念誌（全４３０ページ）を発刊されている。前

田徳治氏という、復員して当農協の１職員となり、やがて参事となり、農協長になられ

た方であるが、この人の生涯をかけ打ち込まれた地域づくりの全貌が記されている。 
記念にと１冊いただいたのであるが、ここでは「目次」および「発刊」のことばの一

部と、「３０ケ年計画の推移」「梨部会の組織体制」「次期計画のビジョン」等のページを

末尾（略）に添付しておこう。（希望者にはコピーを送ります） 
そこで、平野地区であるが、これからのこうありたいという議論の前に、これまでの

取り組みをまとめる作業に取りかかったら良いと思う。樅山理事が就農された昭和４５

（１９７０）年頃を基点に、それまでを前史、以後１０年きざみ位に区切って、どうい

う環境変化、新たな取り組み、課題があったかを整理し、そうして現在の時点に至った、

というまとめ方をされてはいかがと思われる。ＪＡ新ふくしまにも、園試（果樹研究所）

にも、これまでには「○○年誌」がまとめられているだろうし、その他各種の資料を活

用するとともに、分からないことがあれば樅山理事らから聞くことで、若手がこの作業

をやったら目覚めていくきっかけになるのでは、と思われる。 
これからの計画づくりについては、当面の５年間に関しは細部の検討をする ─ その
一つに果樹用農業機械の研究開発に係る技術情報のことがある。農研機構の支援センタ
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ー（大宮）では種々の発表をしているが、それらを十分把握されているかどうか（注） ─ 
が、それとともに今３５歳（清野さんの年令）の若手が６５歳位になったとき、どうい

う地域でありたいかという３０年後のビジョンも、それぞれ話され、議論を交わし、ま

とめていくことも良い機会ではないか、と思われる。 
 

○ その他 
    家の光協会から１９９５年に『黄金の世界戦力―サンキストの１００年』という図書
は刊行されているとういうので、図書館で取り寄せてもらっている。著者は若林秀恭氏 

 といい、流通の専門家の方であるらしい。昨年２月にカリッフオルニアの農業地帯を駆

け巡り、果樹地帯も見聞してきたので、併せて我が国の果樹農業の３０年後を考える手

がかりを求められるのではないか、という気がしている。 
出荷生産物の「表示」を幅広い生産者を対象に、地域でどうマネジメントしていくか、

産地のおいて欠かせない大事なことになってきているのではないだろうか。   
                                  （石川） 

（注） 

   （独）農研機構 生物系特定産業技術研究支援センター＊ 

       果樹用農業機械の研究開発に関する成果情報の発表 
発表年度      名       称 共同研究機関等 
２０１１ ・果樹産地の維持・発展に貢献する高機動

 型高所作業台車 
（株）サンワ、福島農総セ、青森

りんご研 
２０１０ ・ドリフト低減効果の高い立木果樹用スピ

 ードスプレーヤー 
（株）丸山製作所、ヤマホ工業

（株）、福島農総セ、岩手農研セ 
２００９ ・ 超音波振動装置を利用したモモ等ヤガ

類防除技術 
徳島農総セ、山口大学、ヤンマ

ー（株）、ニューデルタ工業（株）

 
 
２００７ 
  

・果樹園用の自走拾上げ式せん定枝粉砕 
搬出機 

・果樹園用トラクタ装着２軸カッタ式 
せん定枝粉砕 

 
（株）IHIシバウラ、（株）氏家製
作所、文明農機（株）  

 

２００２ ・果樹用局所施肥機 （株）ササキコ－ポレーション 

１９９８ ・果樹収穫作業を軽労化する収穫箱ハンド
リング車 

 

１９９７ ・トラクタにオフセットで装着する果樹用
中耕除草機 

 

１９９５ ・果樹用パイプ誘導式防除用自動散布機  

＊旧名称：農業機械化研究所。トラクタなど農機の「型式検査」の実施機関。 

 所在地 さいたま市北区日進町１－４０－２．℡０４８－６５４－７０００（代） 
（上表の詳細説明は、所の OBを地区に招きお願いするなどのことが考えられよう。） 
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